
保育所保育指針、幼稚園教育要領及び幼保連携型認定こども園教育・保育要領は、保育 

所や幼稚園、幼保連携型認定こども園等の保育・教育の基本とその内容を示したものです。 

これを基に、各保育所や幼稚園等が保育課程や教育課程を編成（幼保連携型認定こども 

園においては全体的な計画を作成）し、それに基づいて具体的な指導計画を作成して実践

し、その評価を行い、更に次の計画に反映させて改善を図ります。 

本カリキュラムは、小学校教育との接続を踏まえ、乳幼児期の子供に生きる力の基礎を 

培うために、発達や学びの連続性を考慮しながら０歳児から５歳児の発達に応じて確実に

経験させたい内容を明らかにするとともに、具体的な指導例を示したもので、各保育所や

幼稚園等が編成する保育課程や教育課程等に相当するものです。

各保育所や幼稚園等においては、小学校教育との接続を踏まえ、「生きる力の基礎の育成」

や「発達や学びの連続性」などの視点から保育課程や教育課程等を編成する際に、本カリ

キュラムを積極的に活用することが期待されます。 

また、家庭教育においては、幼稚園に入園するまでの期間や就学するまでの期間におい 

て、本カリキュラムで示した乳幼児期の子供の発達に応じて確実に経験させたい内容を参

考にして子育てを行うことも考えられます。 

就学前教育カリキュラムを活用した保育・教育課程の編成３ 

※保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼保

指導計画【年間・期（月）・週・日】 

保育実践 

幼稚園教育要領 

※保育課程、教育課程、

全体的な計画は

各保育所や幼稚園等

で編成及び作成

評 価 

※内容例

・子供の姿

・ねらい

・内容

・環境の構成

・保育者の援助

・評価

※指導計画は、各保育所 や幼稚園等で作成

幼保連携型認定こども園教育・保育要領

全体的な計画 

就学前教育 

カリキュラム

保育所保育指針 

保育課程 教育課程 

連携型認定こども園教育・保育要領に示

す幼児期の教育に関するねらい・内容は

整合性が図られている。
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第２章 

教育課程 

（保育所、幼保連携型認定こど

も園における全体的な計画） 
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・動植物や自然現象に関心や親しみをもち、考える、試す、自然を…

・保育者や友達に対して、自分の思いや考えを自分なりの言葉… 

・体で感じたリズムや自分たちで考えた動きを伸び伸びと… 

・年長になったことを喜び合い、友達と一緒に遊ぶ楽しさ… 

・自分の気持ちを伝えたり、相手の話を聞いたりする。…

・新しい生活の中でのきまりの必要性を感じ、保育者や友達と一緒…

・衣服の着脱など、自分で気付いて調整する。… 

・すすんで戸外に出て、友達と体を動かして遊ぶ心地よさや…

・新しい環境に自分から関わり、いろいろな遊びに取り組む。…略…

一人一人が作ったものを合わせ、
クラスで一つの大きなこいのぼり
を作り… 

のポイントを示しています。
・保育者の援助や家庭との連携

す。

・各時期の子供の発達を

います。

・生きる力の基礎を育成
する観点から、各時期に
子供に確実に経験させ
たい内容を示していま

その

踏まえた成長の実現に
向けたねらいを示して

 
 
 

 

 

 

 

 

 
関わった  

★
 

▲
▲

 

★

 

 

★学びの芽生え 人との関わり ▲生活習慣・運動

 

「もう、年長だもん」 

 

「年少さん大丈夫かな」

 

「生活のルールを 
つくっていく」

 

・各時期の具体的な指導
例を示しています。
うち、　印の付いている
指導例は、実際の指導の
詳細を示しています。 

・生きる力の基礎を育成する観
点から、子供に確実に経験さ
せたい内容の視点に基づき、
生活や遊びの中で子供が経験
している内容を示していま
す。

◇
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ねらい 

・大好きな大人からあやされたり、声を掛けられたりすることを喜ぶ。 

・保育者に欲求を受け止めてもらい、親しみと安心感をもつ。 

・一人一人の安定した生活リズムで気持ちよく過ごす。

学
び
の
芽
生
え 

思考 

言葉 

創造 

・鼻から出ていた音声が喉からも出るようになり、母音に喉子音が結び付いた発声も

聞かれるようになる。 

・光（明るい光、優しい光など）に反応する。 

人
と
の
か
か
わ
り 

協同 

信頼 

規範 

・不快感が芽生え、空腹になったりおむつが汚れたりすると、目覚めて泣く。 

・抱かれて、泣きやんだり安心した表情になったりする。 

・音や話し声のする方に顔を向けようとする。 

・あやしたり話し掛けられたりするとよく笑うようになる。 

生

活 

習

慣 

・ 

運

動 

基本的な

生活習慣 

運動 

・１日の中で眠りと覚醒が何度も繰り返され、昼夜の区別がはっきりしない。 

・よく眠っているように見えても、脳波の半分は眠っていない状態なので、眼球が動

いていたり、顔や手指がピクピク動いたりする。 

・舌の前後の運動で、ミルクをよく飲むようになる。 

・手の指を硬く結んでいる状態から、徐々に握りがゆるくなり、手のひらに置かれた

ものを握るようになる。 

・首がすわり始める頃は、仰向け姿勢で正面を向くようになり、自分で少し首を動か

して左右を見回すようになる。 

・うつ伏せの姿勢にすると、頭を少し持ち上げる。 

・引き起こしに頭が少しずつついてくるようになる。 

・仰向け姿勢で手と手、足と足を触れ合わすなど、正中線に向けて内側方向に対称的

な動きをするようになる。 

・手と手、手と口の協応ができ始める。 

・周囲の動くものを目で追う。 

＜援助のポイント＞
・保育者の愛情豊かな受容によって、情緒が安定していく。担当の保育者を決めて、愛着関係を育む
とともに、一人一人の生活リズムに合わせて生理的要求を満たし、気持ちよく過ごせるようにする。

・温度変化に弱く、体温の失調（発熱、低体温）や新陳代謝の異常を起こしやすいので、細やかな室
温、換気、湿度調節をする。音や光などを考慮し、静かな環境で安定して過ごせるようにする。

・病気に対する防衛機能が未発達なので衛生面に留意し、体調の小さな変化に気付くようにする。
・一人一人の授乳時間や間隔を把握し、おおむね３時間ごとを目安に授乳する。
・自分で寝返りをするようになるまでは、仰向けで寝かせ、睡眠中の窒息、突然死などの事故予防
をしっかりと行う。

・２か月頃から腹ばい姿勢にして過ごす時期が始まる。腹ばいや寝返りの始まる時期は、特に危険な
ため、目を離さないようにし、下は硬い状態にする。

＜家庭との連携＞
・連絡帳のやり取りやお迎えの時間に温かく対応し、保護者との信頼関係をつくっていく。
・家庭での様子を聞いたり、保育中の睡眠、授乳、排せつ、機嫌、行動の様子などを伝えたりして、
情報を共有していく。

・ミルクの量や授乳にかかる時間は個人差が大きいので、個々に合わせて哺乳びんの乳首のサイズな
どを、保護者と確認していく。

０歳児から５歳児の保育・教育課程２ 

０歳児（５７日頃～３か月頃）
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具体的な指導例については、
改訂版 p 2 9 以降を御覧ください。
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